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1.発生動向 3.栗原支所より
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

-

＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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備考 新型コロナウイルス感染症

施設区分 保育所 高齢者・障害者施設 医療機関
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宮城県大崎保健所栗原支所　感染症発生動向調査情報
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対応状況 ー 〇 ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザの発生が５週連続増加し、注意報レベルです。

• 新型コロナウイルス感染症の発生も増加傾向で、今後も患者数

の増加が予測されますので、マスクの活用や手洗いなどの基本

的な感染対策を徹底してください。

• 感染性胃腸炎は横ばいです。

• 水痘発生は継続しています。

• 手足口病が再度増加しています。手洗いの徹底などの接触感

染対策を心掛けてください。

【集団発生情報】

高齢者施設において新型コロナウイルス感染症の集団発生があ

りました。感染対策に努めましょう。

【 感染症コラム ～性感染症検査のお知らせ～ 】

性感染症（性病）について正しく知っていますか？
• 性感染症は、感染していても無症状の場合があります。感染に

気が付かず治療せずにいると、症状が重くなっていることもあ

ります。

• 一度治ったとしても、再度感染するものもあります。

• 妊娠中に感染すると、お腹の赤ちゃんに感染する可能性がある

ものもあります。

• 心配になったら勇気を出してパートナーに「一緒に検査や治療

をうけてみよう」と誘ってみて下さい。

• 性感染症には、血液中に抗体やウイルスが一定期間検出されな

い「ウインドウ期」があるため、感染直後の検査だと陰性となる

ことがあります。

• 性感染症では、ウインドウ期を過ぎてからの検査をお勧めしま

す。（①HIV：12週間②クラミジア：3週間③梅毒：6週間④肝

炎:24週間）
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